
令和８年度　評価規準 学校名：江戸川区立西葛西小学校

教科 学年
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５．ぜんぶでいくつ ○加法の意味（増加、合併）や
式について理解し、1位数＋1位
数で繰り上がりのない加法の
計算ができるとともに、具体物
や図などを用いて計算のしかた
を考える力を身につける。ま
た、加法の計算に親しみ、算数
で学んだことのよさや楽しさを
感じながら学ぶ態度を養う。

○加法の意味（増加、合併）や
式について理解し、１位数＋１
位数で繰り上がりのない加法
の計算が確実にできる。

○数量の関係に着目し、計算
の意味や計算のしかたを考え
たり、日常生活に生かしたりし
ている。

○数や式に親しみ、算数で学
んだことのよさや楽しさを感じな
がら学ぼうとしている。

４．いくつといくつ ○10までの数について、１つの
数をほかの数の和や差として
みるなど、ほかの数と関係づけ
てみることができるとともに、数
の合成・分解について具体物
や図などを用いて考え表現す
る力を身につける。また、数に
親しみ、算数で学んだことのよ
さや楽しさを感じながら学ぶ態
度を養う。

○１つの数をほかの数の和や
差としてみるなど、ほかの数と
関係づけてみることができる。

○数量の関係に着目し、ある数
を合成・分解した数を考え、そ
れらを具体物や図などを用いて
表現している。

○数に親しみ、算数で学んだこ
とのよさや楽しさを感じながら
学ぼうとしている。

３．いまなんじ ○時刻についての理解の基礎
となる経験を重ね、日常生活の
中で「何時」「何時半」のような
時刻をよむことができるととも
に、時刻と日常生活を関連づけ
る力を身につける。また、時刻
に親しみ、算数で学んだことの
よさや楽しさを感じながら学ぶ
態度を養う。

○日常生活の中で時刻をよむ
ことができる。

○時刻のよみ方を用いて、時
刻と日常生活を関連付けてい
る。

○時刻に親しみ、算数で学んだ
ことのよさや楽しさを感じながら
学ぼうとしている。

２．なんばんめ ○集合数と順序数について理
解し、個数や順番及びものの位
置を正しく数えたり表したりする
ことができるとともに、集合数と
順序数の違いを具体物や図な
どを用いて考え表現する力を身
につける。また、数に親しみ、算
数で学んだことのよさや楽しさ
を感じながら学ぶ態度を養う。

○個数や順番を正しく数えたり
表したりすることができる。ま
た、前後、左右、上下など方向
や位置についての言葉を用い
て、ものの位置を表すことがで
きる。

○集合数と順序数を用いる具
体的な場面に着目し、それらの
違いを具体物や図などを用い
て考えている。

○数に親しみ、算数で学んだこ
とのよさや楽しさを感じながら
学ぼうとしている。

算数 第１学年

単元名 時数 単元の到達目標（小単元のねらい）

単元のまとまりの評価規準

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

１．いくつかな ○10までの数及び０について理
解し、ものの個数を正しく数え
ることができるとともに、数の大
きさを具体物や図などを用いて
考え表現する力を身につける。
また、数に親しみ、算数で学ん
だことのよさや楽しさを感じなが
ら学ぶ態度を養う。

○10までの数及び０の意味や、
数え方、よみ方、書き方、数の
大きさや順序について理解し、
数を数えたり比べたりすること
ができる。

○数を用いる具体的な場面に
着目し、数の大きさや順序を具
体物や図などを用いて考えて
いる。

○数に親しみ、算数で学んだこ
とのよさや楽しさを感じながら
学ぼうとしている。

〇なかよしあつまれ ○ものとものとを対応させること
によって個数を比べることがで
きるとともに、身のまわりのもの
の集合を捉える力を身につけ
る。また、数や形に親しみ、算
数で学んだことのよさや楽しさ
を感じながら学ぶ態度を養う。

○ものとものとを対応させること
によって、ものの個数を比べる
ことができる。

○観点に応じて、身のまわりの
ものの集合を捉えている。

○数や形に親しみ、算数で学
んだことのよさや楽しさを感じな
がら学ぼうとしている。
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〇さんすうなつやすみ ○加法、減法が用いられる場
面を理解し、文章題を解くこと
ができる。

○加法、減法が用いられる場
面を理解し、文章題を解くこと
ができる。

〇こうていでさんすう ○加法、減法が用いられる場
面を理解し、文章題を解くこと
ができる。

○加法、減法が用いられる場
面を理解し、文章題を解くこと
ができる。

９．かずをせいりして ○絵や図を用いた数量の表現
についての理解の基礎となる
経験を重ね、ものの個数につい
て、簡単な絵や図などに表した
り、それらをよみ取ったりするこ
とができるとともに、データの個
数に着目して身のまわりの事
象の特徴を捉える力を身につ
ける。また、数量の整理に親し
み、算数で学んだことのよさや
楽しさを感じながら学ぶ態度を
養う。

○ものの個数について、簡単な
絵や図などに表したり、それら
をよみ取ったりすることができ
る。

○データの個数に着目し、身の
まわりの事象の特徴を捉えて
いる。

○数量の整理に親しみ、算数
で学んだことのよさや楽しさを
感じながら学ぼうとしている。

８．10よりおおきいかず ○３つの数の加減計算の仕方
を理解し、３つの数の加減計算
の仕方を操作や式を用いて考
える力を養うとともに、３つの数
の加減計算の式の表し方や計
算の仕方を考えた過程を振り
返り、そのよさを感じ、日常生
活に活用しようとする態度を養
う。

○３つの数の加減計算の場面
を１つの式に表せることを理解
し、その計算が確実にできる。

○２つの数の加法や減法を基
にして、３つの数の加減計算の
式の表し方や計算の仕方を、
操作や図を用いて考え表現し
ている。

○３つの数の加減計算につい
て、式の表し方や計算の仕方
を，操作や図を用いて考えた過
程や結果を振り返り、そのよさ
や楽しさを感じながら学ぼうとし
ている。

10．かたちあそび ○立体図形の理解の基礎とな
る経験を重ねて感覚を豊かに
し、具体物を用いて形を作った
り分解したりすることができると
ともに、形の特徴を捉えたり、
形の構成について考えたりする
力を身につける。また、身のま
わりにあるものの形に親しみ、
算数で学んだことのよさや楽し
さを感じながら学ぶ態度を養
う。

○ものの形を認め、形の特徴を
知るとともに、具体物を用いて
形を作ったり分解したりすること
ができる。

○ものの形に着目し、身のまわ
りにあるものの特徴を捉えた
り、具体的な操作をとおして形
の構成について考えたりしてい
る。

○身のまわりにあるものの形に
親しみ、算数で学んだことのよ
さや楽しさを感じながら学ぼうと
している。

７．どれだけおおい ○減法の意味（求差）や式につ
いて理解し、具体物や図などを
用いて計算のしかたを考える力
を身につける。また、減法の計
算に親しみ、算数で学んだこと
のよさや楽しさを感じながら学
ぶ態度を養う。

○減法の意味（求差）を理解
し、式に表して計算することが
できる。

○数量の関係に着目し、計算
の意味や計算のしかたを考え
たり、日常生活に生かしたりし
ている。

○数や式に親しみ、算数で学
んだことのよさや楽しさを感じな
がら学ぼうとしている。

６．のこりはいくつ ○減法の意味（求残、求補）や
式について理解し、１位数－１
位数で繰り下がりのない減法
の計算ができるとともに、具体
物や図などを用いて計算のし
かたを考える力を身につける。
また、減法の計算に親しみ、算
数で学んだことのよさや楽しさ
を感じながら学ぶ態度を養う。

○減法の意味（求残、求補）や
式について理解し、１位数－１
位数で繰り下がりのない減法
の計算が確実にできる。

○数量の関係に着目し、計算
の意味や計算のしかたを考え
たり、日常生活に生かしたりし
ている。

○数や式に親しみ、算数で学
んだことのよさや楽しさを感じな
がら学ぼうとしている。

〇いったりきたり ○数の大小の比較及び減法の
計算に習熟する。

○10までの数について、大小を
比べたり差を求めたりすること
ができる。
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〇どこにあるかな ○２方向からものの位置を表す
ことができる。

○上下、左右、前後などの言葉
を用いて、２方向からのものの
位置を表すことができる。

〇さんすうでふゆじたく ○20までの数の順序、系列、加
法、減法の計算に習熟する。

○20までの数の順序、系列を
理解するとともに、繰り上がり
のある加法及び繰り下がりのあ
る減法の計算ができる。

15．大きなかず ○２位数までについて、十進位
取り記数法による数の表し方の
基礎を理解し、120程度までの
数を数えたり表したり比べたり
することができるとともに、数の
大きさを具体物や図などを用い
て考え表現する力、及び簡単な
場合について２位数などの加
法、減法の計算のしかたを考え
る力を身につける。また、数に
親しみ、算数で学んだことのよ
さや楽しさを感じながら学ぶ態
度を養う。

○２位数までについて、十進位
取り記数法による数の表し方、
数の大小や順序を理解すると
ともに、120程度までの数を数
えたり表したり比べたりすること
ができる。また、簡単な場合に
ついて、２位数などの加法、減
法の計算ができる。

○数のまとまりに着目し、数の
大きさの比べ方や数え方を考
え、それらを日常生活に生かし
ている。また、簡単な場合につ
いて、２位数などの加法、減法
の計算のしかたを考えている。

○数に親しみ、算数で学んだこ
とのよさや楽しさを感じながら
学ぼうとしている。

14．くらべかた ○量の理解の基礎となる経験
を重ねて感覚を豊かにするとと
もに、長さ、かさ、広さなどの量
の大きさの比べ方を考える力を
身につける。また、身のまわり
にあるものの大きさに親しみ、
算数で学んだことのよさや楽し
さを感じながら学ぶ態度を養
う。

○長さ、かさ、広さなどの量を、
具体的な操作によって直接比
べたり、他のものを用いて比べ
たりすることができる。また、身
のまわりにあるものの大きさを
単位として、そのいくつ分かで
大きさを比べることができる。

○身のまわりのものの特徴に
着目し、量の大きさの比べ方を
見いだしている。

○身のまわりにあるものの量に
親しみ、算数で学んだことのよ
さや楽しさを感じながら学ぼうと
している。

13．ひきざん ○十何－１位数で繰り下がりの
ある減法について理解し、計算
することができるとともに、具体
物や図などを用いて計算のし
かたを考える力を身につける。
また、減法の計算に親しみ、算
数で学んだことのよさや楽しさ
を感じながら学ぶ態度を養う。

○十何－１位数で繰り下がりの
ある減法の意味や計算のしか
たを理解し、減法の計算が確
実にできる。

○数量の関係に着目し、計算
の意味や計算のしかたを考え
たり、日常生活に生かしたりし
ている。

○数や式に親しみ、算数で学
んだことのよさや楽しさを感じな
がら学ぼうとしている。

12．たしざん ○１位数＋１位数で繰り上がり
のある加法について理解し、計
算することができるとともに、具
体物や図などを用いて計算の
しかたを考える力を身につけ
る。また、加法の計算に親し
み、算数で学んだことのよさや
楽しさを感じながら学ぶ態度を
養う。

○１位数＋１位数で繰り上がり
のある加法の意味や計算のし
かたを理解し、加法の計算が
確実にできる。

○数量の関係に着目し、計算
の意味や計算のしかたを考え
たり、日常生活に生かしたりし
ている。

○数や式に親しみ、算数で学
んだことのよさや楽しさを感じな
がら学ぼうとしている。

11．3つのかずのたしざん、ひき
ざん

○３口の数の加法、減法の意
味や式について理解し、具体物
や図などを用いて計算のしかた
を考える力を身につける。ま
た、加法、減法の計算に親し
み、算数で学んだことのよさや
楽しさを感じながら学ぶ態度を
養う。

○３口の加法、減法の意味を理
解し、式に表して計算すること
ができる。

○数量の関係に着目し、計算
の意味や計算のしかたを考え
たり、日常生活に生かしたりし
ている。

○数や式に親しみ、算数で学
んだことのよさや楽しさを感じな
がら学ぼうとしている。
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○身のまわりにあるものの形に
親しみ、算数で学んだことのよ
さや楽しさを感じながら学ぼうと
している。

〇１年のまとめ ○第１学年の学習内容の問題
を解決することができる。

○第１学年の学習内容につい
て、知識及び技能を身につけて
いる。

16．なんじなんぷん ○時刻についての理解の基礎
となる経験を重ね、日常生活の
中で「何時何分」のような時刻
をよむことができるとともに、時
刻と日常生活を関連づける力
を身につける。また、時刻に親
しみ、算数で学んだことのよさ
や楽しさを感じながら学ぶ態度
を養う。

○日常生活の中で時刻をよむ
ことができる。

○時刻のよみ方を用いて、時
刻と日常生活を関連付けてい
る。

○時刻に親しみ、算数で学んだ
ことのよさや楽しさを感じながら
学ぼうとしている。

17．どんなしきになるかな ○順序数の加法、減法及び求
大、求小の加法、減法の意味
や式について理解し、具体物や
図などを用いて計算のしかたを
考える力を身につける。また、
加法、減法の計算に親しみ、算
数で学んだことのよさや楽しさ
を感じながら学ぶ態度を養う。

○順序数の加法、減法及び求
大、求小の加法、減法の意味を
理解し、式に表して計算するこ
とができる。

○数量の関係に着目し、計算
の意味や計算のしかたを考え
たり、日常生活に生かしたりし
ている。

○数や式に親しみ、算数で学
んだことのよさや楽しさを感じな
がら学ぼうとしている。

〇おなじかずずつにわけよう ○１つの数を多面的にみて、同
じ数のまとまりとしてみたり、等
分した数としてみたりして、おは
じきや式で表すことができる。

○おはじきを同じ数ずつに整理
して分けたり、それを式に表し
たりすることができる。

○１つの数を同じ数のまとまり
としてみたり、等分した数として
みたりして、多面的に捉えてい
る。

18．かたちづくり ○平面図形の理解の基礎とな
る経験を重ねて感覚を豊かに
し、具体物を用いて形を作った
り分解したりすることができると
ともに、形の特徴を捉えたり、
形の構成について考えたりする
力を身につける。また、身のま
わりにあるものの形に親しみ、
算数で学んだことのよさや楽し
さを感じながら学ぶ態度を養
う。

○ものの形を認め、形の特徴を
知るとともに、具体物を用いて
形を作ったり分解したりすること
ができる。

○ものの形に着目し、身のまわ
りにあるものの特徴を捉えた
り、具体的な操作をとおして形
の構成について考えたりしてい
る。
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○長さを比べたり測定したりす
ることに進んで関わり、数学的
に表現・処理したことを振り返
り、数理的な処理のよさに気づ
き、生活や学習に活用しようと
している。

３．ひき算 ○２位数の減法について理解
し、計算することができるととも
に、図や式などを用いて計算の
しかたを考える力を身につけ
る。また、減法の計算のしかた
を考えることに進んで関わり、
その過程を振り返り、生活や学
習に活用しようとする態度を養
う。

○２位数－２位数の減法の計
算が、１位数などについての基
本的な計算をもとにしてできる
ことや、その筆算のしかたにつ
いて理解し、減法の計算が確
実にできる。また、減法に関し
て成り立つ性質や、加法と減法
との相互関係について理解して
いる。

○数量の関係に着目し、計算
のしかたを考えたり計算に関し
て成り立つ性質を見いだしたり
しているとともに、その性質を活
用して、計算を工夫したり計算
の確かめをしたりしている。

○減法の計算に進んで関わり、
数学的に表現・処理したことを
振り返り、数理的な処理のよさ
に気づき生活や学習に活用し
ようとしている。

５．100より大きい数 ○３位数までについて、十進位
取り記数法による数の表し方を
理解し、大きな数の大きさの比
べ方や数え方を考える力を身
につけるとともに、十や百を単
位としてみて、何十や何百の加
法及び減法の計算のしかたを
考える力を身につける。また、
数を表すことに進んで関わり、
数のまとまりに着目して数えた
り表したりすることのよさに気づ
き生活や学習に活用しようとす
る態度を養う。

○３位数までについて、十進位
取り記数法による数の表し方、
数の大小や順序、及び数の相
対的な大きさについて理解して
いる。また、簡単な場合につい
て、3位数などの加法及び減法
の計算ができる。

○数のまとまりに着目し、大き
な数の大きさの比べ方や数え
方を考え、日常生活に生かして
いる。また、簡単な場合につい
て、３位数などの加法及び減法
の計算のしかたを考えている。

○数を表すことに進んで関わ
り、数学的に表現・処理したこと
を振り返り、数理的な処理のよ
さに気づき生活や学習に活用
しようとしている。

〇たし算とひき算の図 ○加法と減法のテープ図の見
方やかき方を理解する。
加法や減法の問題場面をテー
プ図に表すことができる。

○加法、減法の問題場面を
テープ図や式に表すことができ
る。

○加法と減法の相互関係をもと
に、テープ図の見方やかき方を
考えている。

４．長さ ○長さの単位「㎝、㎜」について
知り、測定の意味を理解し、単
位を適切に選択して長さを測定
する力を身につける。また、長
さを比べたり測定したりすること
に進んで関わり、生活や学習に
活用しようとする態度を養う。

○長さの単位「㎝、㎜」について
知り、測定の意味と単位の関係
を理解し、長さについておよそ
の見当をつけ単位を適切に選
択して測定することができる。

算数 第２学年

単元名 時数 単元の到達目標（小単元のねらい）

単元のまとまりの評価規準

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

〇みんなで算数をはじめよう！
／ココアはいくつ

○算数の学習の進め方を理解
し、問題解決に生かすことがで
きる。

○問題解決の進め方を理解し
ている。

○問題の条件に着目し、題意
に合う式を筋道を立てて考えた
り表現したりしている。

○問いをもち、主体的に考えた
り友だちの考えから学び合おう
としたりするとともに、解決の過
程や結果を振り返り、よりよい
方法を考えたり新たな問いを見
いだそうとしたりしている。

２．たし算 ○２位数の加法について理解
し、計算することができるととも
に、図や式などを用いて計算の
しかたを考える力を身につけ
る。また、加法の計算のしかた
を考えることに進んで関わり、
その過程を振り返り、生活や学
習に活用しようとする態度を養
う。

○２位数＋２位数の計算が、１
位数などについての基本的な
計算をもとにしてできることや、
その筆算のしかたについて理
解し、加法の計算が確実にでき
る。また、加法に関して成り立
つ性質について理解している。

○数量の関係に着目し、計算
のしかたを考えたり計算に関し
て成り立つ性質を見いだしたり
しているとともに、その性質を活
用して、計算を工夫したり計算
の確かめをしたりしている。

○加法の計算に進んで関わり、
数学的に表現・処理したことを
振り返り、数理的な処理のよさ
に気づき生活や学習に活用し
ようとしている。

１．表とグラフ ○簡単な表やグラフについて理
解し、データを整理する観点に
着目し、身のまわりの事象につ
いて表やグラフを用いて考察す
る力を身につける。また、デー
タを整理することに進んで関わ
り、その過程を振り返り、表や
グラフの表現のよさに気づき生
活や学習に活用しようとする態
度を養う。

○身のまわりにある数量を分
類整理し、簡単な表やグラフを
用いて表したりよみ取ったりす
ることができる。

○データを整理する観点に着
目し、身のまわりの事象につい
て表やグラフを用いて考察して
いる。

○データを整理することに進ん
で関わり、数学的に表現・処理
したことを振り返り、数理的な処
理のよさに気づき生活や学習
に活用しようとしている。

○身のまわりのものの特徴に
着目し、目的に応じた単位で長
さを的確に表現したり、比べた
りしている。
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10．かけ算 ○乗法の意味や式について理
解し、計算することができるとと
もに、図や式などを用いて計算
のしかたを考える力を身につけ
る。また、乗法について考える
ことに進んで関わり、乗法を用
いるよさに気づき生活や学習に
活用しようとする態度を養う。

○乗法の意味や式について理
解し、１位数と１位数との乗法
の計算が確実にできる。（５、
２、３、４の段）

○数量の関係に着目し、計算
の意味や計算のしかたを考え
たり、計算に関して成り立つ性
質を見いだしたりしているととも
に、その性質を活用して、計算
を工夫したり計算の確かめをし
たりしている。

○乗法の計算に進んで関わり、
数学的に表現・処理したことを
振り返り、数理的な処理のよさ
に気づき生活や学習に活用し
ようとしている。

９．三角形と四角形 ○三角形や四角形、長方形、
正方形、直角三角形について
理解し、図形を構成する要素に
着目して特徴を捉え、構成のし
かたを考える力を身につける。
また、図形の特徴を見いだすこ
とに進んで関わり、身のまわり
ものの形を三角形、四角形、長
方形、正方形、直角三角形とし
て捉えるなど、生活や学習に活
用しようとする態度を養う。

○三角形や四角形、長方形、
正方形、直角三角形について
理解し、紙を折って構成したり、
格子点を使って作図したりする
ことができる。

○三角形や四角形の辺や頂点
に着目し、構成のしかたを考え
るとともに、身のまわりのもの
の形を三角形や四角形、長方
形、正方形、直角三角形として
捉えている。

○三角形や四角形に進んで関
わり、数学的に表現・処理した
ことを振り返り、数理的な処理
のよさに気づき、生活や学習に
活用しようとしている。

○筆算のしくみをもとに、決めら
れた枚数の数字カードを使って
正しい筆算の作り方を考えてい
る。

６．たし算とひき算 ○百の位に繰り上がる2位数な
どの加法及びその逆の減法
や、百の位への繰り上がり・繰
り下がりがない３位数の加法及
び減法について理解し、計算す
ることができるとともに、図や式
などを用いて計算のしかたを考
える力を身につける。また、加
法及び減法の計算のしかたを
考えることに進んで関わり、そ
の過程を振り返り、生活や学習
に活用しようとする態度を養う。

○２位数＋１・２位数＝百何十
何の加法及びその逆の減法
や、百の位への繰り上がりのな
い３位数＋１・２位数、百の位か
らの繰り下がりがない３位数－
１・２位数の筆算のしかたを理
解し、加法及び減法の計算が
確実にできる。また、（　）の意
味や用い方について理解して
いる。

○数量の関係に着目し、計算
のしかたを考えたり計算に関し
て成り立つ性質を見いだしたり
しているとともに、その性質を活
用して、計算を工夫したり計算
の確かめをしたりしている。

○加法及び減法の計算に進ん
で関わり、数学的に表現・処理
したことを振り返り、数理的な処
理のよさに気づき生活や学習
に活用しようとしている。

〇ロボットレース ○直線の作図の習熟を図る。 ○ものさしを用いて直線を作図
することができる。

〇何人いるかな 重なりがある場合などの順序
数の加法を理解する。

順序数の加法の場面を図など
を用いて表し、計算のしかたを

考えている。

７．時こくと時間 ○時刻と時間の意味、時間の
単位「日、時、分」について知
り、日常生活の中で用いる力を
身につける。また、時刻と時間
を表すことに進んで関わろうと
する態度を養う。

○かさの単位「L、dL、mL」につ
いて知り、測定の意味と単位の
関係を理解し、かさについてお
よその見当をつけ単位を適切
に選択して測定することができ
る。

○時間の単位に着目し、時刻
や時間を日常生活に生かして
いる。

○時刻と時間を表すことに進ん
で関わり、数学的に表現・処理
したことを振り返り、数理的な処
理のよさに気づき生活や学習
に活用しようとしている。

○時間の単位「日、時、分」に
ついて知り、それらの関係を理
解している。

８．水のかさ ○かさの単位「L、dL、mL」につ
いて知り、測定の意味を理解
し、単位を適切に選択してかさ
を測定する力を身につける。ま
た、かさを比べたり測定したり
することに進んで関わり、生活
や学習に活用しようとする態度
を養う。

○身のまわりのものの特徴に
着目し、目的に応じた単位でか
さを的確に表現したり、比べた
りしている。

○かさを比べたり測定したりす
ることに進んで関わり、数学的
に表現・処理したことを振り返
り、数理的な処理のよさに気づ
き、生活や学習に活用しようと
している。

〇筆算をつくろう ○数字カードを使った活動をと
おして、筆算のしくみの理解を
深める。

〇タングラム ○図形についての感覚を豊か
にする。

○身のまわりのものの形を図
形として捉え、三角形や四角形
を組み合わせて構成することが
できる。
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○数のまとまりに着目し、大き
な数の大きさの比べ方や数え
方を考え、日常生活に生かして
いる。また、百を単位としてみ
て、何百の加法の計算のしか
たを考えている。

○数を表すことに進んで関わ
り、数学的に表現・処理したこと
を振り返り、数理的な処理のよ
さに気づき生活や学習に活用
しようとしている。

11．かけ算九九づくり ○乗法の意味や式について理
解し、計算することができるとと
もに、図や式などを用いて計算
のしかたを考える力を身につけ
る。また、乗法について考える
ことに進んで関わり、乗法を用
いるよさに気づき生活や学習に
活用しようとする態度を養う。

○乗法の意味や式について理
解し、１位数と１位数との乗法
の計算が確実にできる。（６、
７、８、９、１の段）

○数量の関係に着目し、計算
の意味や計算のしかたを考え
たり、計算に関して成り立つ性
質を見いだしたりしているととも
に、その性質を活用して、計算
を工夫したり計算の確かめをし
たりしている。

○乗法の計算に進んで関わり、
数学的に表現・処理したことを
振り返り、数理的な処理のよさ
に気づき生活や学習に活用し
ようとしている。

14．はこの形 ○長方形や正方形の面で構成
される箱の形について理解し、
図形を構成する要素に着目し
て特徴を捉え、構成のしかたを
考える力を身につける。また、
箱の形の特徴を見いだすことに
進んで関わり、生活や学習に活
用しようとする態度を養う。

○長方形や正方形の面で構成
される箱の形について理解し、
それらを構成したり分解したり
することができる。

○図形を構成する要素に着目
し、構成のしかたを考えている
とともに、身のまわりのものの
形を図形として捉えている。

○箱の形に進んで関わり、数学
的に表現・処理したことを振り
返り、数理的な処理のよさに気
づき、生活や学習に活用しよう
としている。

13．九九の表 ○乗法に関して成り立つ簡単
な性質について理解し、それら
の性質を見いだしたり、簡単な
場合について２位数と１位数と
の乗法の計算のしかたを考え
る場合などに活用したりする力
を身につける。また、乗法に関
して成り立つ性質について考え
ることに進んで関わり、それら
を用いるよさに気づき生活や学
習に活用しようとする態度を養
う。

○乗法に関して成り立つ簡単
な性質について理解している。
また、簡単な場合について、２
位数と１位数との乗法の計算
のしかたを知っている。

○数量の関係に着目し、計算
に関して成り立つ性質を見いだ
すとともに、その性質を活用し
て、計算を工夫したり計算の確
かめをしたりしている。

○乗法に関して成り立つ性質を
見いだすことに進んで関わり、
数学的に表現・処理したことを
振り返り、数理的な処理のよさ
に気づき生活や学習に活用し
ようとしている。

〇数をあらわそう ○１つの数をほかの数の和や
差、積としてみるなど、数につ
いての感覚を豊かにする。

○１つの数を多面的に捉え、ほ
かの数の和や差、積とみて式
で表したり、図や絵で表したりし
ている。

〇九九ジグソーパズル ○九九に習熟し、乗法の性質
について理解を深める。

○九九ジグソーパズルの解決
のしかたを、九九表における答
えの並び方に着目して考えて
いる。

〇九九であそぼう ○九九に習熟する。 ○２の段から５の段までの九九
が確実にできる。

12．長いものの長さ ○長さの単位「m」について知
り、単位を適切に選択して長さ
を測定する力を身につける。ま
た、長さを比べたり測定したり
することに進んで関わり、生活
や学習に活用しようとする態度
を養う。

○長さの単位「m」について知
り、単位の関係を理解し、長さ
についておよその見当をつけ
単位を適切に選択して測定す
ることができる。

○身のまわりのものの特徴に
着目し、目的に応じた単位で長
さを的確に表現したり、比べた
りしている。

○長さを比べたり測定したりす
ることに進んで関わり、数学的
に表現・処理したことを振り返
り、数理的な処理のよさに気づ
き、生活や学習に活用しようと
している。

〇数のめいろ ○決められた和になる数の選
び方を、筋道を立てて考えるこ
とができる。

○決められた和になる数の選
び方を筋道を立てて考えてい
る。

15．1000より大きい数 ○４位数までについて、十進位
取り記数法による数の表し方を
理解し、大きな数の大きさの比
べ方や数え方を考える力、及び
百を単位としてみて、何百の加
法の計算のしかたを考える力を
身につける。また、数を表すこ
とに進んで関わり、数のまとま
りに着目して数えたり表したり
することのよさに気づき生活や
学習に活用しようとする態度を
養う。

○４位数までについて、十進位
取り記数法による数の表し方、
数の大小や順序、及び数の相
対的な大きさについて理解する
とともに、簡単な事柄を分類整
理し、それを数を用いて表すこ
とができる。また、何百の加法
の計算ができる。
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〇２年のまとめ ○第２学年の学習内容の問題
を解決することができる。

○第２学年の学習内容につい
て、知識及び技能を身につけて
いる。

○第２学年で学習した基本的な
問題について、それらが確実に
身につくように取り組もうとして
いる。

〇算数をつかって考えよう ○知識・技能等を活用し、課題
解決のための構想を立て、筋
道を立てて考えたり、数学的に
表現したりすることができる。

○日常の場面から算数の問題
を見いだし、グラフや九九など
の学習を活用して解決したり、
言葉や図、式などを用いて説明
したりするなど、算数の学習を
活用して考え表現している。

○数量や図形に進んで関わり、
数学的に表現・処理したことを
振り返り、数理的な処理のよさ
に気づき生活や学習に活用し
ようとしている。

〇お楽しみ会で算数 ○２学年の学習内容を理解し、
問題を解くことができる。

○日常の場面から算数の問題
を見いだし、文章題を解いたり
問題を作ったりすることができ
る。

17．１を分けて ○1/2、1/3など簡単な分数に
ついて知り、具体物を操作して
それらの大きさを作ることがで
きるとともに、もとの大きさに着
目して分数の大きさを捉えたり
表現したりする力を身につけ
る。また、分数に進んで関わり、
そのよさに気づき生活や学習
に活用しようとする態度を養う。

○1/2、1/3など簡単な分数に
ついて知っている。

○もとの大きさに着目して、分
数の大きさを捉えたり表現した
りしている。

○分数に進んで関わり、数学的
に表現・処理したことを振り返
り、数理的な処理のよさに気づ
き生活や学習に活用しようとし
ている。

16．図をつかって考えよう ○加法と減法との相互関係に
ついて理解するとともに、逆思
考の問題場面について、図に
表したり、図と式を関連づけた
りして解決のしかたを考える力
を身につける。また、問題場面
を図に表すことに進んで関わ
り、そのよさに気づき生活や学
習に活用しようとする態度を養
う。

○加法と減法との相互関係に
ついて理解するとともに、問題
場面を図や式に表すことができ
る。

○逆思考の問題場面につい
て、図に表したり、図と式を関
連づけたりして解決のしかたを
考えている。

○問題場面を図に表すことに
進んで関わり、数学的に表現・
処理したことを振り返り、数理
的な処理のよさに気づき生活
や学習に活用しようとしている。
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６．表とぼうグラフ ○棒グラフや二次元表につい
て理解し、データを整理する観
点に着目し、身のまわりの事象
について表やグラフを用いて考
察して、見いだしたことを表現
する力を身につける。また、
データを分析することに進んで
関わり、その過程を振り返り、
グラフの表現のよさに気づき生
活や学習に活用しようとする態
度を養う。

○棒グラフや二次元表の特徴
について理解し、表したりよみ
取ったりすることができる。

○データを整理する観点に着
目し、身のまわりの事象につい
て表やグラフを用いて考察し
て、見いだしたことを表現してい
る。

○データを分析することに進ん
で関わり、数学的に表現・処理
したことを振り返り、数理的な処
理のよさに気づき生活や学習
に活用しようとしている。

５．長さ ○長さの単位「㎞」、道のりと距
離の意味、及び巻尺について
知り、計器を適切に選んで長さ
を測定する力を身につける。ま
た、長さを比べたり測定したり
することに進んで関わり、生活
や学習に活用しようとする態度
を養う。

○長さの単位「㎞」について知
り、単位の関係を理解し、長さ
についておよその見当をつけ
計器を適切に選んで測定する
ことができる。

○測定するものの特徴に着目
し、ものさしでは測りにくいとこ
ろの長さの測り方を考えてい
る。

○長さを比べたり測定したりす
ることに進んで関わり、数学的
に表現・処理したことを振り返
り、数理的な処理のよさに気づ
き生活や学習に活用しようとし
ている。

○数量の関係に着目し、計算
の意味や計算のしかたを考え
たり、計算に関して成り立つ性
質を見いだしたりしているととも
に、その性質を活用して、計算
を工夫したり計算の確かめをし
たりしている。

○除法の計算に進んで関わ
り、数学的に表現・処理したこと
を振り返り、数理的な処理のよ
さに気づき生活や学習に活用
しようとしている。

○1/2に分けよう ○1/2の大きさを方眼のます目
の個数に着目して捉えること
で、分数についての理解を深め
る。

○方眼のます目の個数に着目
し、1/2の大きさのいろいろな表
し方を考えている。

１．かけ算のきまり

算数 第３学年

単元名 時数 単元の到達目標（小単元のねらい）

単元のまとまりの評価規準

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

○乗法に関して成り立つ性質
について理解し、交換法則、結
合法則、分配法則などが成り
立つことを図や式などを用いて
考える力を身につける。また、
乗法に関して成り立つ性質に
進んで関わり、その過程を振り
返り、計算の工夫などに生かせ
るよさに気づき生活や学習に活
用しようとする態度を養う。

○乗法の交換法則、結合法
則、分配法則など、乗法に関し
て成り立つ性質を理解してい
る。

○数量の関係に着目し、乗法
に関して成り立つ性質を見いだ
しているとともに、その性質を
活用して、計算を工夫したり計
算の確かめをしたりしている。

○乗法に関して成り立つ性質
に進んで関わり、数学的に表
現・処理したことを振り返り、数
理的な処理のよさに気づき生
活や学習に活用しようとしてい
る。

○みんなで算数をはじめよう！
／ひき算のヒミツ

２．時こくと時間 ○時間の単位「秒」について知
り、日常生活に必要な時刻や
時間を求めることができ、日常
生活に生かしている。また、時
刻と時間を表したり求めたりす
ることに進んで関わろうとする
態度を養う。

○日常生活に必要な時刻や時
間を求めることができる。また、
時間の単位「秒」について知り、
１分＝60秒の関係を理解してい
る。

○時間の単位に着目し、時刻
や時間の求め方について考察
し、日常生活に生かしている。

○時刻と時間に進んで関わり、
数学的に表現・処理したことを
振り返り、数理的な処理のよさ
に気づき生活や学習に活用し
ようとしている。

４．わり算 ○除法の意味や式について理
解し、計算することができるとと
もに、図や式などを用いて計算
のしかたを考える力を身につけ
る。また、除法について考える
ことに進んで関わり、除法を用
いるよさに気づき生活や学習に
活用しようとする態度を養う。

○除法の意味や式について理
解し、除数と商がともに１位数
である除法の計算が確実にで
きる。また、簡単な場合につい
て、除数が１位数で商が２位数
の除法の計算のしかたを知っ
ている。

○数量の関係に着目し、計算
の意味や計算のしかたを考え
たり、計算に関して成り立つ性
質を見いだしたりしているととも
に、その性質を活用して、計算
を工夫したり計算の確かめをし
たりしている。

○除法の計算に進んで関わ
り、数学的に表現・処理したこと
を振り返り、数理的な処理のよ
さに気づき生活や学習に活用
しようとしている。

３．たし算とひき算 ○３位数や４位数の加法及び
減法について理解し、計算する
ことができるとともに、図や式な
どを用いて計算のしかたを考え
る力を身につける。また、加法
及び減法の計算のしかたを考
えることに進んで関わり、その
過程を振り返り、生活や学習に
活用しようとする態度を養う。

○３位数や４位数の加法及び
減法の計算が、２位数などにつ
いての基本的な計算をもとにし
てできることや、その筆算のし
かたについて理解し、加法及び
減法の計算が確実にできる。

○数量の関係に着目し、計算
のしかたを考えたり計算に関し
て成り立つ性質を見いだしたり
しているとともに、その性質を
活用して、計算を工夫したり計
算の確かめをしたりしている。

○加法及び減法の計算に進ん
で関わり、数学的に表現・処理
したことを振り返り、数理的な処
理のよさに気づき生活や学習
に活用しようとしている。

７．あまりのあるわり算 ○あまりのある除法の意味や
式について理解し、計算するこ
とができるとともに、図や式など
を用いて計算のしかたを考えた
り、計算の確かめのしかたを考
えたりする力を身につける。ま
た、除法について考えることに
進んで関わり、除法を用いるよ
さに気づき生活や学習に活用
しようとする態度を養う。

○あまりのある除法の意味や
式について理解し、除数と商が
ともに１位数である除法の計算
が確実にできる。
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9
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2

11
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○なみ木道 ○木の本数と間の数の関係の
問題（植木算）を、図や式などを
用いて筋道を立てて考えること
ができる。

○木の本数と間の数の関係の
問題（植木算）を、図や式などを
用いて筋道を立てて考えてい
る。

12．分数 ○分数の意味と表し方、及び簡
単な場合について分数の加
法、減法の意味を理解し、分数
の大きさを比べたり、計算のし
かたを考えたりする力を身につ
ける。また、分数に進んで関わ
り、そのよさに気づき生活や学
習に活用しようとする態度を養
う。

○等分してできる部分の大きさ
や端数部分の大きさを表す数
としての分数の意味と表し方、
及び分数は単位分数のいくつ
分で表せることを理解するとと
もに、簡単な場合について分数
の加法、減法の意味を理解し、
分数の大きさを比べたり計算し
たりすることができる。

○数のまとまりに着目し、分数
でも数の大きさを比べたり計算
したりできるかどうかを考えて
いるとともに、分数を日常生活
に生かしている。

○分数に進んで関わり、数学
的に表現・処理したことを振り
返り、数理的な処理のよさに気
づき生活や学習に活用しようと
している。

11．重さ ○重さの単位「g、kg」 について
知り、測定の意味を理解し、単
位を適切に選択して重さを測定
する力を身につけるとともに、
長さ、かさ、重さの単位の関係
を統合的に考察する力を身に
つける。また、重さを比べたり
測定したりすることに進んで関
わり、生活や学習に活用しよう
とする態度を養う。

○重さの単位「g、kg」 について
知り、測定の意味と単位の関係
を理解し、重さについておよそ
の見当をつけ単位を適切に選
択して測定することができる。

○身のまわりのものの特徴に
着目し、単位の関係を統合的
に考察している。

○重さを比べたり測定したりす
ることに進んで関わり、数学的
に表現・処理したことを振り返
り、数理的な処理のよさに気づ
き、生活や学習に活用しようと
している。

10．かけ算の筆算 ○２位数や３位数に１位数をか
ける乗法について理解し、計算
することができるとともに、図や
式などを用いて計算のしかたを
考える力を身につける。また、
乗法の計算のしかたを考えるこ
とに進んで関わり、その過程を
振り返り、生活や学習に活用し
ようとする態度を養う。

○２位数や３位数に１位数をか
ける乗法の計算が、乗法九九
などの基本的な計算をもとにし
てできることや、その筆算のし
かたについて理解し、乗法の計
算が確実にできる。

○数量の関係に着目し、計算
のしかたを考えたり計算に関し
て成り立つ性質を見いだしたり
しているとともに、その性質を
活用して、計算を工夫したり計
算の確かめをしたりしている。

○乗法の計算に進んで関わ
り、数学的に表現・処理したこと
を振り返り、数理的な処理のよ
さに気づき生活や学習に活用
しようとしている。

９．円と球 ○円とその中心、半径、直径に
ついて理解し、図形の性質を見
いだしたり構成のしかたを考え
たりする力を身につけるととも
に、円に関連して、球について
も理解する。また、円や球に進
んで関わり、身のまわりのもの
の形を円や球として捉えるな
ど、生活や学習に活用しようと
する態度を養う。

○円とその中心、半径、直径に
ついて理解し、円を作図したり
長さを写し取ったりする道具と
してコンパスを用いることがで
きる。また、円に関連して、球に
ついても理解している。

○円の中心、半径、直径に着
目し、構成のしかたを考えると
ともに、図形の性質を見いだ
し、身のまわりのものの形を円
や球として捉えている。

○円や球に進んで関わり、数
学的に表現・処理したことを振
り返り、数理的な処理のよさに
気づき生活や学習に活用しよう
としている。

〇かけ算とわり算の図 ○乗法や除法の数直線の見方
や用い方を理解する。また、乗
法や除法の数直線のかき方や
用い方を理解する。

○乗法、除法の数直線のかき
方を理解し、問題場面を数直線
に表すことができる。

○乗法と除法の相互関係をも
とに、数直線の見方やかき方を
考えている。

○図を用いると場面や数量の
関係が捉えやすくなることに気
づき生活や学習に活用しようと
している。

８．10000より大きい数 ○万の単位について知り、十進
位取り記数法による数の表し方
及び10倍、100倍、1000倍、
1/10にした大きさの数について
理解し、大きな数の大きさの比
べ方や表し方を考える力を身に
つける。また、整数の表し方に
進んで関わり、その過程を振り
返り、十進数としての表現のよ
さに気づき生活や学習に活用
しようとする態度を養う。

○万の単位について知り、十進
位取り記数法による数の表し方
及び10倍、100倍、1000倍、
1/10にした大きさの数について
理解し、表すことができる。

○数のまとまりに着目し、大き
な数の大きさの比べ方や表し
方を考え、日常生活に生かして
いる。

○数を表すことに進んで関わ
り、数学的に表現・処理したこと
を振り返り、数理的な処理のよ
さに気づき生活や学習に活用
しようとしている。
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〇ドッジボールのコートをかこう ○図形の定義や性質、作図の
しかたをもとに、校庭にドッジ
ボールのコートをかく方法を理
解する。

○図形の定義や性質、作図の
しかたを、日常生活の問題解
決に生かしている。

18．そろばん ○そろばんによる数の表し方を
理解し、簡単な加法及び減法
の計算ができるとともに、そろ
ばんのしくみに着目し、大きな
数や小数の計算のしかたを考
える力を身につける。また、そ
ろばんに進んで関わり、そのよ
さに気づき生活や学習に活用
しようとする態度を養う。

○そろばんによる数の表し方を
理解し、簡単な加法及び減法
の計算ができる。

○そろばんのしくみに着目し、
簡単な加法及び減法の計算の
しかたを考えている。

○そろばんに進んで関わり、数
学的に表現・処理したことを振
り返り、数理的な処理のよさに
気づき生活や学習に活用しよう
としている。

17．倍の計算 ○ある数量がもう一方の数量
の何倍かを求める場合や、もと
にする大きさを求める場合に、
除法が用いられることを理解す
るとともに、図や式などを用い
て数量の関係を考察する力を
身につける。また、倍の計算に
進んで関わり、生活や学習に
活用しようとする態度を養う。

○ある数量がもう一方の数量
の何倍かを求める場合や、もと
にする大きさを求める場合に、
除法が用いられることを理解し
ている。

○ある数量ともう一方の数量と
の関係に着目し、図や式などを
用いて、既習の乗法や除法と
関連づけながら演算の意味を
考察している。

○倍の計算に進んで関わり、
数学的に表現・処理したことを
振り返り、数理的な処理のよさ
に気づき生活や学習に活用し
ようとしている。

○タイルは何まい ○正三角形の敷き詰め模様か
らほかの図形を見いだし、その
図形をまとまりとして捉え、乗法
の式を用いて正三角形の枚数
を表すことができる。

○規則的に並んだタイルの枚
数を工夫して数えることをとお
して、図形、数、式の多様な見
方を見いだしている。

〇まほうじん ○魔方陣の空欄にあてはまる
数を、筋道を立てて考えること
ができる。

提示された条件をもとに、空欄
にあてはまる数値の求め方を、
式を用いて筋道を立てて考えて
いる。

16．２けたの数のかけ算 ○２位数や３位数に２位数をか
ける乗法について理解し、計算
することができるとともに、図や
式などを用いて計算のしかたを
考える力を身につける。また、
乗法の計算のしかたを考えるこ
とに進んで関わり、その過程を
振り返り、生活や学習に活用し
ようとする態度を養う。

○２位数や３位数に２位数をか
ける乗法の計算が、乗法九九
などの基本的な計算をもとにし
てできることや、その筆算のし
かたについて理解し、乗法の計
算が確実にできる。

○数量の関係に着目し、計算
のしかたを考えたり計算に関し
て成り立つ性質を見いだしたり
しているとともに、その性質を
活用して、計算を工夫したり計
算の確かめをしたりしている。

○乗法の計算に進んで関わ
り、数学的に表現・処理したこと
を振り返り、数理的な処理のよ
さに気づき生活や学習に活用
しようとしている。

15．小数 ○小数の意味と表し方、及び小
数の加法、減法の意味を理解
し、小数の大きさを比べたり、
計算のしかたを考えたりする力
を身につける。また、小数に進
んで関わり、そのよさに気づき
生活や学習に活用しようとする
態度を養う。

○端数部分の大きさを表す数
としての小数の意味と表し方を
理解するとともに、小数の加
法、減法の意味を理解し、小数
の大きさを比べたり計算したり
することができる。

○数のまとまりに着目し、小数
でも数の大きさを比べたり計算
したりできるかどうかを考えると
ともに、小数を日常生活に生か
している。

○小数に進んで関わり、数学
的に表現・処理したことを振り
返り、数理的な処理のよさに気
づき生活や学習に活用しようと
している。

14．□を使った式と図 ○数量の関係を表す式につい
て理解し、未知の数量を□とし
て式に表したり、式と図を関連
づけて式をよんだりする力を身
につける。また、□を用いた式
に進んで関わり、そのよさに気
づき生活や学習に活用しようと
する態度を養う。

○数量の関係を表す式につい
て理解し、未知の数量を□とし
て式に表したり、□に数をあて
はめて調べたりすることができ
る。

○数量の関係に着目し、数量
の関係を図や式を用いて簡潔
に表したり、式と図を関連づけ
て式をよんだりしている。

○数量の関係を表す式に進ん
で関わり、数学的に表現・処理
したことを振り返り、数理的な処
理のよさに気づき生活や学習
に活用しようとしている。

13．三角形 ○二等辺三角形、正三角形に
ついて理解し、図形の性質を見
いだしたり構成のしかたを考え
たりする力を身につけるととも
に、基本的な図形と関連して角
について知る。また、図形の特
徴を見いだすことに進んで関わ
り、身のまわりのものの形を二
等辺三角形、正三角形として捉
えるなど、生活や学習に活用し
ようとする態度を養う。

○二等辺三角形、正三角形に
ついて理解し、作図などをとお
してそれらの関係に次第に着
目することができる。また、基本
的な図形と関連して角について
知っている。

○図形を構成する要素に着目
し、構成のしかたを考えるととも
に、図形の性質を見いだし、身
のまわりのものの形を図形とし
て捉えている。

○二等辺三角形、正三角形に
進んで関わり、数学的に表現・
処理したことを振り返り、数理
的な処理のよさに気づき生活
や学習に活用しようとしてい
る。
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○カレンダーを調べよう 規則的に並んだ数のきまりを筋
道立てて考え解決することをと
おして、論理的な思考力を伸ば
す。

規則的に並んだ数のきまりを筋
道を立てて考えている。

○３年のまとめ ○第３学年の学習内容の問題
を解決することができる。

○第３学年の学習内容につい
て、知識及び技能を身につけて
いる。

○第３学年で学習した基本的
な問題について、それらが確実
に身につくように取り組もうとし
ている。

○算数を使って考えよう ○知識・技能等を活用し、課題
解決のための構想を立て、筋
道を立てて考えたり、数学的に
表現したりすることができる。

○表やグラフを用いて表された
データをよみ取ったり、その根
拠についてデータをもとに説明
したりするなど、算数の学習を
活用して考え表現している。
日常の場面から算数の問題を
見いだし、長さや円などの学習
を活用して解決したり、言葉や
図、式などを用いて説明したり
するなど、算数の学習を活用し
て考え表現している。

○数量や図形に進んで関わ
り、数学的に表現・処理したこと
を振り返り、数理的な処理のよ
さに気づき生活や学習に活用
しようとしている。
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10

9

○折れ線グラフの特徴につい
て理解し、表したりよみ取ったり
することができる。

○目的に応じてデータを集めて
分類整理し、データの特徴や傾
向に着目し、問題を解決するた
めに適切なグラフを選択して判
断し、その結論について考察し
ている。

○７dLや３dLの容器を使って５
dLを量り取る方法を、筋道を立
てて考えている。

○データの収集とその分析に
ついて、数学的に表現・処理し
たことを振り返り、多面的に捉
え検討してよりよいものを求め
て粘り強く考えたり、数学のよさ
に気づき学習したことを生活や
学習に活用しようとしたりしてい
る。

○角の大きさについて、数学的
に表現・処理したことを振り返
り、多面的に捉え検討してより
よいものを求めて粘り強く考え
たり、数学のよさに気づき学習
したことを生活や学習に活用し
ようとしたりしている。

知識・技能

４．角 ○角の大きさについて理解し、
角の大きさを測定したり作図し
たりすることができるとともに、
角の大きさを柔軟に表現した
り、図形の考察に生かしたりす
る力を身につける。また、その
過程を振り返り、角の大きさの
単位と測定のよさに気づき生活
や学習に活用しようとする態度
を養う。

○角の大きさを回転の大きさと
して捉え、角の大きさの単位「
度(°)」 について理解し、角の
大きさを測定することができる。

○図形の角の大きさに着目し、
角の大きさを柔軟に表現した
り、図形の考察に生かしたりし
ている。

〇みんなで算数をはじめよう！
   ／ペントミノ

１．大きな数

1

9

○算数の学習の進め方を理解
し、問題解決に生かすことがで
きる。

○億、兆の単位について知り、
十進位取り記数法についての
理解を深め、大きな数の大きさ
の比べ方や表し方、計算のしか
たを統合的に捉える力を身に
つける。また、その過程を振り
返り、十進数としての表現のよ
さに気づき生活や学習に活用
しようとする態度を養う。

○問題解決の進め方を理解し
ている。

○億、兆の単位について知り、
十進位取り記数法についての
理解を深め、表すことができ
る。

○正方形を５個つなげた形の
いろいろな場合について、筋道
を立てて考えたり表現したりし
ている。

○数のまとまりに着目し、大き
な数の大きさの比べ方や表し
方を統合的に捉えるとともに、
それらを日常生活に生かしてい
る。

○整数の表し方について、数学
的に表現・処理したことを振り
返り、数学のよさに気づき学習
したことを生活や学習に活用し
ようとしている。

３．折れ線グラフ

〇油分け

9

1

○折れ線グラフについて理解
し、目的に応じてデータを収集
し、データの特徴や傾向に着目
してグラフに的確に表現し、そ
れらを用いて問題を解決した
り、解決の過程や結果を多面
的に捉え考察したりする力を養
う。また、その過程を振り返り、
グラフの表現のよさに気づき生
活や学習に活用しようとする態
度を養う。

○筋道を立てて考える力を伸
ばす。

算数 第４学年

単元名 時数 単元の到達目標（小単元のねらい）

単元のまとまりの評価規準

思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

２．わり算の筆算 ○除数が１位数で被除数が２
位数や３位数の場合の除法に
ついて理解し、計算することが
できるとともに、図や式などを用
いて計算のしかたを考える力を
身につける。また、その過程に
おいて、計算のしかたを多面的
に捉え検討して、よりよい方法
を粘り強く考える態度を養う。

○除数が１位数で被除数が２
位数や３位数の場合の計算
が、基本的な計算をもとにして
できることや、その筆算のしか
たについて理解し、除法の計算
が確実にできる。また、被除数
＝除数×商＋あまりの関係に
ついて理解している。

○数量の関係に着目し、計算
のしかたを考えたり計算に関し
て成り立つ性質を見いだしたり
しているとともに、その性質を活
用して、計算を工夫したり計算
の確かめをしたりしている。

○整数の除法について、数学
的に表現・処理したことを振り
返り、多面的に捉え検討してよ
りよいものを求めて粘り強く考
えたり、数学のよさに気づき学
習したことを生活や学習に活用
しようとしたりしている。
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15

15

8

13

５．2けたの数のわり算 ○除数が２位数で被除数が２
位数や３位数の場合の除法に
ついて理解し、計算ができると
ともに、図や式などを用いて計
算のしかたを考える力を身につ
ける。また、その過程におい
て、計算のしかたを多面的に捉
え検討して、よりよい方法を粘
り強く考える態度を養う。

○除数が２位数で被除数が２
位数や３位数の場合の計算
が、基本的な計算をもとにして
できることや、その筆算のしか
たについて理解し、除法の計算
が確実にできる。また、除法に
関して成り立つ性質について理
解している。

○数量の関係に着目し、計算
のしかたを考えたり計算に関し
て成り立つ性質を見いだしたり
しているとともに、その性質を活
用して、計算を工夫したり計算
の確かめをしたりしている。

○整数の除法について、数学
的に表現・処理したことを振り
返り、多面的に捉え検討してよ
りよいものを求めて粘り強く考
えたり、数学のよさに気づき学
習したことを生活や学習に活用
しようとしたりしている。

○問題場面の数量の関係に着
目し、数量の関係を簡潔に、ま
た一般的に表現したり、式の意
味をよみ取ったりしている。ま
た、計算に関して成り立つ性質
を用いて計算のしかたを考えて
いる。

９．面積 ○平面図形の面積、及び公式
についての考え方を理解し、長
方形や正方形の面積の求め方
を考える力を身につける。ま
た、その過程を振り返り、面積
の単位と計算による求め方の
よさに気づき生活や学習に活
用しようとする態度を養う。

○面積の単位「㎠、㎡、㎢、a、
ha」と測定の意味、単位の関係
について理解し、長方形及び正
方形の面積を公式を用いて求
めることができる。

○面積の単位や図形を構成す
る要素に着目し、図形の面積
の求め方を考えているととも
に、面積の単位とこれまでに学
習した単位との関係を考察して
いる。

○長方形や正方形の面積につ
いて、数学的に表現・処理した
ことを振り返り、多面的に捉え
検討してよりよいものを求めて
粘り強く考えたり、数学のよさに
気づき学習したことを生活や学
習に活用しようとしたりしてい
る。

○日常の事象における場面に
着目し、目的に合った数の処理
のしかたを考えるとともに、それ
を日常生活に生かしている。

○18×25と答えが同じになる式
を、乗法に関して成り立つ性質
を用いて考えている。

○概数について、数学的に表
現・処理したことを振り返り、多
面的に捉え検討してよりよいも
のを求めて粘り強く考えたり、
数学のよさに気づき学習したこ
とを生活や学習に活用しようと
したりしている。

８．式と計算 ○数量の関係を表す式、及び
計算に関して成り立つ性質につ
いて理解し、正しく計算すること
ができるとともに、数量の関係
を式に表したり式の意味をよみ
取ったりする力を身につける。
また、その過程を振り返り、式
のよさに気づき生活や学習に
活用しようとする態度を養う。

○四則の混合した式や（ ）を用
いた式について理解し、正しく
計算することができる。また、四
則に関して成り立つ性質につい
ての理解を深め、その関係を
○、△などを用いて式に表した
り、数をあてはめて調べたりす
ることができる。

６．がい数

〇こわれた電たく

9

1

○概数や四捨五入について理
解し、目的に応じて概数で表し
たり、四則計算の結果の見積も
りをしたりすることができるとと
もに、目的に合った数の処理の
しかたを考える力を身につけ
る。また、その過程を振り返り、
概数を用いるよさに気づき生活
や学習に活用しようとする態度
を養う。

○乗法に関して成り立つ性質
について理解を深める。

○概数が用いられる場合や四
捨五入について知り、目的に応
じて概数を作ったり、四則計算
の結果の見積もりをしたりする
ことができる。

○数量の関係を表す式、及び
計算に関して成り立つ性質に
関わることについて、数学的に
表現・処理したことを振り返り、
数学のよさに気づき学習したこ
とを生活や学習に活用しようと
している。

７．垂直、平行と四角形 ○直線の垂直や平行の関係及
び台形、平行四辺形、ひし形に
ついて理解し、図形の性質を見
いだしたり構成のしかたを考え
たりする力を身につける。また、
その過程において、多面的に
捉え検討してよりよい方法を粘
り強く考える態度や、学習した
ことを生活や学習に活用しよう
とする態度を養う。

○直線の垂直や平行の関係及
び台形、平行四辺形、ひし形に
ついて理解し、それらの図形を
作図することができる。

○図形を構成する要素及びそ
れらの位置関係に着目し、構成
のしかたを考察し図形の性質を
見いだしているとともに、その性
質をもとに既習の図形を捉え直
している。

○台形、平行四辺形、ひし形な
どについて、数学的に表現・処
理したことを振り返り、多面的に
捉え検討してよりよいものを求
めて粘り強く考えたり、数学の
よさに気づき学習したことを生
活や学習に活用しようとしたり
している。
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1

6

6

14

6

1

○そろばんによる数の表し方を
理解し、加法及び減法の計算
ができるとともに、そろばんのし
くみに着目し、大きな数や小数
の表し方及び計算のしかたを
考える力を身につける。また、
その過程を振り返り、そろばん
のよさに気づき生活や学習に
活用しようとする態度を養う。

○そろばんによる数の表し方を
理解し、加法及び減法の計算
ができる。

○そろばんのしくみに着目し、
大きな数や小数の表し方及び
計算のしかたを考えている。

○そろばんについて、数学的に
表現・処理したことを振り返り、
数学のよさに気づき学習したこ
とを学習に活用しようとしたりし
ている。

○伴って変わる２つの数量につ
いて、数学的に表現・処理した
ことを振り返り、多面的に捉え
検討してよりよいものを求めて
粘り強く考えたり、数学のよさに
気づき学習したことを生活や学
習に活用しようとしたりしてい
る。

○ある２つの数量の関係と別の
２つの数量の関係との比べ方
について、よりよいものを求め
て粘り強く考えたり、学習したこ
とを生活や学習に活用しようと
したりしている。

12．小数のしくみとたし算、ひき
算

○小数のしくみや数の相対的
な大きさについて理解を深め、
小数の加法及び減法の計算の
しかたについて、図や式などを
用いて考える力を身につける。
また、その過程を振り返り、十
進数としての表現のよさに気づ
き生活や学習に活用しようとす
る態度を養う。

○小数が整数と同じしくみで表
されていることを知るとともに、
数の相対的な大きさについて
の理解を深めている。また、小
数の加法及び減法の計算がで
きる。

11．　くらべ方 ○倍の数量関係について理解
を深めるとともに、簡単な場合
について、ある２つの数量の関
係と別の２つの数量の関係とを
比べる場合に割合を用いる場
合があることを知り、図や式な
どを用いて、それらの関係の比
べ方を考察する力を身につけ
る。また、その過程において、
比べ方について多面的に捉え
検討してよりよい方法を粘り強
く考える態度を養う。

○整数倍の意味について、基
準量を１としたときにいくつにあ
たるかを表していることを理解
している。また、簡単な場合に
ついて、ある２つの数量の関係
と別の２つの数量の関係とを比
べる場合に割合を用いる場合
があることを知っている。

○データの収集とその分析に
ついて、数学的に表現・処理し
たことを振り返り、多面的に捉
え検討してよりよいものを求め
て粘り強く考えたり、数学のよさ
に気づき学習したことを生活や
学習に活用しようとしたりしてい
る。

〇つないだ輪を切って ○つないだ輪を切ってできる形
について、図形の性質に着目し
て筋道を立てて考え説明し、図
形についての感覚を豊かにす
る。

○つないだ輪を切ってできる形
について、正方形ができた場合
をもとに、条件を変えたときにど
のような形ができるかを図形の
性質に着目して考えている。

○数の表し方のしくみや数を構
成する単位に着目し、計算のし
かたを考えるとともに、それを
日常生活に生かしている。

○小数とその計算について、数
学的に表現・処理したことを振
り返り、多面的に捉え検討して
よりよいものを求めて粘り強く
考えたり、数学のよさに気づき
学習したことを生活や学習に活
用しようとしたりしている。

14．そろばん

○日常の事象における数量の
関係に着目し、図や式などを用
いて、ある２つの数量の関係と
別の２つの数量の関係との比
べ方を考察している。

13．変わり方

○データを２つの観点から分類
整理する方法を理解し、二次元
表に表したりよんだりすること
ができる。

○目的に応じてデータを集めて
分類整理し、データの特徴や傾
向に着目し、二次元表を用いて
問題を解決したり、その結論に
ついて考察したりしている。

10．整理のしかた ○データを２つの観点から分類
整理する方法について理解し、
目的に応じてデータを収集し、
二次元表に表したりよんだりす
ることができるとともに、それら
を用いて問題を解決したり、解
決の過程や結果を多面的に捉
え考察したりする力を身につけ
る。また、その過程を振り返り、
二次元表の表現のよさに気づ
き生活や学習に活用しようとす
る態度を養う。

○伴って変わる２つの数量につ
いて、変化の様子を表や式、折
れ線グラフを用いて表すことが
できるとともに、それらを用いて
変化や対応の特徴を考察する
力を身につける。また、その過
程を振り返り、関数の考えのよ
さに気づき生活や学習に活用
しようとする態度を養う。

○変化の様子を表や式、折れ
線グラフを用いて表したり、変
化の特徴をよみ取ったりするこ
とができる。

○伴って変わる２つの数量を見
いだして、それらの関係に着目
し、表や式を用いて変化や対応
の特徴を考察している。
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1

16

10

11

1

1

1

○直方体や立方体、及びもの
の位置の表し方について、数学
的に表現・処理したことを振り
返り、多面的に捉え検討してよ
りよいものを求めて粘り強く考
えたり、数学のよさに気づき学
習したことを生活や学習に活用
しようとしたりしている。

〇４年のまとめ ○第４学年の学習内容の問題
を解決することができる。

○第４学年の学習内容につい
て、知識及び技能を身につけて
いる。

○第４学年の学習内容につい
て自らの学習状況を振り返り、
それらが確実に身につくように
粘り強く取り組もうとしている。

15．小数と整数のかけ算、わり
算

○小数×整数の乗法、小数÷
整数の除法の意味、及び小数
を用いた倍について理解し、計
算することができるとともに、図
や式などを用いて計算のしかた
を考える力を身につける。ま
た、その過程において、計算の
しかたを多面的に捉え検討して
よりよい方法を粘り強く考える
態度を養う。

○小数×整数の乗法、小数÷
整数の除法の意味について理
解し、それらの計算ができる。
また、ある量の何倍かを表すの
に小数を用いることを知ってい
る。

○数の表し方のしくみや数を構
成する単位に着目し、計算のし
かたを考えるとともに、それを
日常生活に生かしている。

○小数×整数の乗法、小数÷
整数の除法について、数学的
に表現・処理したことを振り返
り、多面的に捉え検討してより
よいものを求めて粘り強く考え
たり、数学のよさに気づき学習
したことを生活や学習に活用し
ようとしたりしている。

〇算数を使って考えよう ○知識・技能等を活用し、課題
解決のための構想を立て、筋
道を立てて考えたり、数学的に
表現したりすることができる。

○表やグラフを用いて表された
データを分析したり、よみ取っ
た結論について多面的に考察
したりするなど、算数の学習を
活用して考え表現している。

○分数とその加法及び減法に
ついて、数学的に表現・処理し
たことを振り返り、多面的に捉
え検討してよりよいものを求め
て粘り強く考えたり、数学のよさ
に気づき学習したことを生活や
学習に活用しようとしたりしてい
る。

16．立体 ○直方体や立方体について理
解し、見取図や展開図による表
現や構成のしかたを考察して
図形の性質を見いだしたり、日
常の事象を図形の性質から捉
え直したりする力を身につける
とともに、ものの位置の表し方
について理解し、数を用いて位
置を表現する方法を考察する
力を身につける。また、その過
程を振り返り、図形の性質や表
現を生活や学習に活用しようと
する態度を養う。

○直方体や立方体、及びそれ
らに関連して直線や平面の平
行や垂直の関係について理解
し、見取図や展開図を作図する
ことができる。また、ものの位置
の表し方について理解してい
る。

〇部屋分けパズル ○１つの数をほかの数の積と
みることや面積についての理解
を深め、筋道を立てて考える力
を伸ばす。

○１つの数をほかの数の積と
みて分解して面積公式を適用
するなど、部屋分けパズルの解
決のしかたを筋道を立てて考え
ている。

17．分数の大きさとたし算、ひ
き算

○簡単な場合について大きさ
の等しい分数があることを知
り、大きさの等しい分数を探し
たり、同分母の分数の加法及
び減法の計算のしかたを図や
式などを用いて考えたりする力
を身につける。また、その過程
を振り返り、分数の表現のよさ
に気づき生活や学習に活用し
ようとする態度を養う。

○簡単な場合について、大きさ
の等しい分数があることを知っ
ている。また、同分母の分数の
加法及び減法の計算ができ
る。

○数を構成する単位に着目し、
大きさの等しい分数を探した
り、同分母の分数の加法及び
減法の計算のしかたを考えたり
しているとともに、それを日常生
活に生かしている。

〇方眼で九九を考えよう ○方眼の図をもとに面積と乗法
の式を関連づけて捉え、分配
法則についての理解を深める。

○分配法則が成り立つことや
九九の総和の求め方を、方眼
の図をもとに面積と乗法の式を
関連づけて考えている。

○図形を構成する要素及びそ
れらの位置関係に着目し、立体
図形の平面上での表現や構成
のしかたを考察し図形の性質を
見いだしているとともに、日常
の事象を図形の性質から捉え
直している。また、平面や空間
における位置を決める要素に
着目し、その位置を数を用いて
表現する方法を考察している。
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教科 学年

1

4

12

11

4．小数のかけ算 ○乗数が小数である場合の乗
法の意味について理解し、計算
することができるとともに、図や
式などを用いて計算のしかたを
考える力を身につける。また、
その過程において、計算のしか
たを多面的に捉え検討してより
よい方法を粘り強く考える態度
を養う。

○乗数が小数である場合の乗
法の意味について理解し、小数
の乗法の計算ができる。また、
小数の乗法についても整数の
場合と同じ関係や法則が成り
立つことを理解している。

○乗法の意味に着目し、乗数
が小数である場合まで数の範
囲を広げて乗法の意味を捉え
直しているとともに、それらの計
算のしかたを考えたり、それら
を日常生活に生かしたりしてい
る。

○小数の乗法について、数学
的に表現・処理したことを振り
返り、多面的に捉え検討してよ
りよいものを求めて粘り強く考
えたり、数学のよさに気付き学
習したことを生活や学習に活用
しようとしたりしている。

2．体積 ○立体図形の体積について理
解し、直方体や立方体の体積
の求め方を考える力を身につ
ける。また、その過程を振り返
り、体積の単位と計算による求
め方のよさに気付き生活や学
習に活用しようとする態度を養
う。

○体積の単位「㎤、㎥」と測定
の意味、単位の関係について
理解し、直方体及び立方体の
体積を公式を用いて求めること
ができる。

○体積の単位や図形を構成す
る要素に着目し、図形の体積
の求め方を考えているととも
に、体積の単位とこれまでに学
習した単位との関係を考察して
いる。

○直方体や立方体の体積につ
いて、数学的に表現・処理した
ことを振り返り、多面的に捉え
検討してよりよいものを求めて
粘り強く考えたり、数学のよさに
気付き学習したことを生活や学
習に活用しようとしたりしてい
る。

3．２つの量の変わり方

〇2000㎤を作ろう

○簡単な場合の比例の関係に
ついて理解し、伴って変わる２
つの数量の関係について表や
式を用いて考察する力を身に
つける。また、その過程におい
て、数量の変化や対応の関係
について多面的に捉え検討し
て粘り強く考える態度を養う。

○体積の公式について理解を
深め、体積についての感覚を
豊かにする。

7

○簡単な場合について比例の
関係があることを知るとともに、
数量の関係を表す式について
の理解を深めている。

○体積についての感覚をもち、
2000㎤の立体の大きさについ
て、およその見当をつけること
ができる。

○伴って変わる２つの数量を見
いだして、それらの関係に着目
して表を用いて変化や対応の
特徴を考察したり、対応や変わ
り方に着目して簡単な式で表さ
れている関係について考察した
りしている。

○2000を３つの数の積と捉え、
縦、横、高さの３辺の長さの組
み合わせを考えている。

○伴って変わる２つの数量につ
いて、数学的に表現・処理した
ことを振り返り、多面的に捉え
検討してよりよいものを求めて
粘り強く考えたり、数学のよさに
気付き学習したことを生活や学
習に活用しようとしたりしてい
る。

算数 第５学年

単元名 時数 単元の到達目標（小単元のねらい）

単元のまとまりの評価規準

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

〇みんなで算数をはじめよう！
／２つに分けよう

○算数の学習の進め方を理解
し、問題解決に生かすことがで
きる。

○問題解決の進め方を理解し
ている。

○形も面積も同じ（合同）になる
ように２等分するしかたについ
て、筋道を立てて考えたり表現
したりしている。

1．整数と小数 ○整数及び小数の表し方を理
解し、そのしくみについてまとめ
たり、数と式の表現や計算など
に有効に生かしたりする力を身
につける。また、その過程を振
り返り、十進数としての表現の
よさに気付き生活や学習に活
用しようとする態度を養う。

○整数や小数の十進数として
のしくみを理解し、ある数の10
倍、100倍、1000倍、１/10、１
/100などの大きさの数を、小数
点の位置を移して作ることがで
きる。

○整数と小数の表し方のしくみ
に着目し、数の相対的な大きさ
を考察し、十進位取り記数法と
してまとめ、数と式の表現や計
算などに有効に生かしている。

○整数や小数について、数学
のよさに気付き学習したことを
生活や学習に活用しようとして
いる。
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15

12

10

8

6．小数のわり算

〇ご石の数え方

14

○除数が小数である場合の除
法の意味について理解し、計算
することができるとともに、図や
式などを用いて計算のしかたを
考える力を身につける。また、
その過程において、計算のしか
たを多面的に捉え検討して、よ
りよい方法を粘り強く考える態
度を養う。

○具体的な事柄を式に表した
り、式に表されている関係をよ
み取ったりして、式についての
理解を深める。

○除数が小数である場合の除
法の意味や、あまりの大きさに
ついて理解し、小数の除法の
計算ができる。また、小数の除
法についても整数の場合と同じ
関係や法則が成り立つことを理
解している。

○除法の意味に着目し、除数
が小数である場合まで数の範
囲を広げて除法の意味を捉え
直しているとともに、それらの計
算のしかたを考えたり、それら
を日常生活に生かしたりしてい
る。

○図や式から思考の筋道を考
察し、図をよみ取って式に、式
をよみ取って図に表現してい
る。

○小数の除法について、数学
的に表現・処理したことを振り
返り、多面的に捉え検討してよ
りよいものを求めて粘り強く考
えたり、数学のよさに気付き学
習したことを生活や学習に活用
しようとしたりしている。

9．平均 ○平均の意味について理解し、
測定した結果を平均する方法
を考える力を身につける。ま
た、その過程を振り返り、平均
を用いるよさに気付き生活や学
習に活用しようとする態度を養
う。

○いくつかの数量を同じ大きさ
の数量にならすことで妥当な数
値が得られる場合は、測定値を
平均するとよいことを理解し、
平均を求めることができる。

○概括的に捉えることに着目
し、測定した結果を平均する方
法について考察し、それを学習
や日常生活に生かしている。

○平均について、数学的に表
現・処理したことを振り返り、多
面的に捉え検討してよりよいも
のを求めて粘り強く考えたり、
数学のよさに気付き学習したこ
とを生活や学習に活用しようと
したりしている。

5．合同と三角形、四角形 ○図形の合同について理解し、
図形間の関係を合同の観点で
考察したり、合同な図形の構成
のしかたを考えたりする力を身
につけるとともに、三角形や四
角形などの内角の和の性質を
見いだし、その性質を筋道を立
てて考え説明する力を身につ
ける。また、その過程におい
て、多面的に捉え検討してより
よい方法を粘り強く考える態度
や、学習したことを生活や学習
に活用しようとする態度を養う。

○図形の形や大きさが決まる
要素や、図形の合同について
理解し、合同な図形を作図する
ことができる。また、三角形の３
つの角の大きさの和が180°に
なることや、四角形や多角形の
内角の和は三角形に分ければ
求められることを理解してい
る。

○図形を構成する要素及び図
形間の関係に着目し、構成のし
かたを考察したり、図形の性質
を見いだし、その性質を筋道を
立てて考え説明したりしてい
る。

○図形の合同、及び多角形の
内角の和の性質について、数
学的に表現・処理したことを振
り返り、多面的に捉え検討して
よりよいものを求めて粘り強く
考えたり、数学のよさに気付き
学習したことを生活や学習に活
用しようとしたりしている。

7．整数の見方 ○偶数と奇数、倍数、約数など
整数の性質について理解し、観
点を決めて整数を類別するしか
たを考えたり、数の構成につい
て考察したりする力を身につけ
る。また、その過程を振り返り、
整数の性質に着目することのよ
さに気付き生活や学習に活用
しようとする態度を養う。

○整数は観点を決めると偶数
と奇数に類別されることや、約
数、倍数について理解し、それ
らを求めることができる。

○乗法及び除法に着目し、観
点を決めて整数を類別するしか
たを考えたり、数の構成につい
て考察したりしているとともに、
日常生活に生かしている。

○整数の性質や整数の構成を
調べることについて、数学的に
表現・処理したことを振り返り、
多面的に捉え検討してよりよい
ものを求めて粘り強く考えたり、
数学のよさに気付き学習したこ
とを生活や学習に活用しようと
したりしている。

8．分数の大きさとたし算、ひき
算

○分数の意味と表し方につい
て理解を深め、分数の相等や
大小関係について考える力を
身につけるとともに、異分母の
分数の加法及び減法の計算の
しかたについて、図や式などを
用いて考える力を身につける。
また、その過程を振り返り、分
数の表現のよさに気付き生活
や学習に活用しようとする態度
を養う。

○分数の分母、分子に同じ数
を乗除してできる分数は、もと
の分数と同じ大きさを表すこと
や、分数の相等及び大小につ
いて理解し、大小を比べること
ができる。また、異分母の分数
の加法及び減法の計算ができ
る。

○数を構成する単位に着目し、
数の相等及び大小関係につい
て考察している。また、分数の
意味や表現に着目し、異分母
の分数の加法及び減法の計算
のしかたを考えている。

○分数の意味と表し方、異分母
の分数の加法及び減法につい
て、数学的に表現・処理したこ
とを振り返り、多面的に捉え検
討してよりよいものを求めて粘
り強く考えたり、数学のよさに気
付き学習したことを生活や学習
に活用しようとしたりしている。
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1

13

13

8

1

11．わり算と分数

〇九九の表を調べよう

7

○整数の除法の結果を分数で
表すことを理解し、整数や小数
を分数の形に直したり、分数を
小数で表したりすることができ
るとともに、分数と整数、小数
の関係を考えたり、分数の表現
に着目して分数の意味をまとめ
たりする力を身につける。また、
その過程を振り返り、分数の表
現のよさに気付き生活や学習
に活用しようとする態度を養う。

○九九表のきまりについて平
均の学習などを活用して説明
する活動をとおして、論理的な
思考力を伸ばす。

○整数の除法の結果は、分数
を用いると常に１つの数として
表すことができることを理解し、
整数や小数を分数の形に直し
たり、分数を小数で表したりす
ることができる。

○分数と整数、小数の関係を
考えたり、分数の表現に着目し
て分数の意味をまとめたりして
いる。

○九九表を調べてきまりを見つ
け、そのきまりがほかの場合で
も成り立つかを考えている。

○分数について、数学的に表
現・処理したことを振り返り、多
面的に捉え検討してよりよいも
のを求めて粘り強く考えたり、
数学のよさに気付き学習したこ
とを生活や学習に活用しようと
したりしている。

〇四角形の関係を調べよう ○基本的な四角形の性質の相
互関係を調べ、平面図形につ
いての理解を深める。

○基本的な四角形について、
共通する性質を理解している。

○四角形の共通する性質に着
目して、既習の図形を捉え直し
ている。

13．割合とグラフ ○帯グラフと円グラフ及び統計
的な問題解決の方法について
理解し、目的に応じてデータを
収集し、データの特徴や傾向に
着目してグラフに的確に表現
し、それらを用いて問題を解決
したり、解決の過程や結果を多
面的に捉え考察したりする力を
身につける。また、その過程を
振り返り、グラフの表現のよさ
に気付き生活や学習に活用し
ようとする態度を養う。

○円グラフや帯グラフの特徴に
ついて理解し、表したりよみ
取ったりすることができる。ま
た、データの収集や適切な手法
の選択など統計的な問題解決
の方法を知っている。

○目的に応じてデータを集めて
分類整理し、データの特徴や傾
向に着目し、問題を解決するた
めに適切なグラフを選択して判
断し、その結論について多面的
に捉え考察している。

○データの収集とその分析に
ついて、数学的に表現・処理し
たことを振り返り、多面的に捉
え検討してよりよいものを求め
て粘り強く考えたり、数学のよさ
に気付き学習したことを生活や
学習に活用しようとしたりしてい
る。

12．割合 ○ある２つの数量の関係と別の
２つの数量の関係とを比べる場
合に割合を用いる場合があるこ
とや、百分率を用いた表し方を
理解するとともに、その意味や
求め方を図や式などを用いて
考える力を身につける。また、
その過程において、多面的に
捉え検討してよりよい方法を粘
り強く考える態度や、学習した
ことを生活や学習に活用しよう
とする態度を養う。

○ある２つの数量の関係と別の
２つの数量の関係とを比べる場
合に割合を用いる場合があるこ
とや、百分率を用いた表し方を
理解し、割合などを求めること
ができる。

○日常の事象における数量の
関係に着目し、図や式などを用
いて、ある２つの数量の関係と
別の２つの数量の関係との比
べ方を考察し、それを日常生活
に生かしている。

○割合について、数学的に表
現・処理したことを振り返り、多
面的に捉え検討してよりよいも
のを求めて粘り強く考えたり、
数学のよさに気付き学習したこ
とを生活や学習に活用しようと
したりしている。

〇奇数と偶数に分けて ○煩雑な計算を必要とする場
面で、式や図に表してきまりを
見つけて解決することをとおし
て、論理的な思考力を伸ばす。

○偶数と奇数の性質に着目し、
きまりを見つけて効率よく問題
を解決するしかたを考え、式や
図などを用いて表現したりよみ
取ったりしている。

10．単位量あたりの大きさ ○異種の２つの量の割合として
捉えられる数量について、速さ
など単位量あたりの大きさの意
味や表し方を理解するととも
に、目的に応じて大きさを比べ
たり表現したりする方法を図や
式などを用いて考える力を身に
つける。また、その過程におい
て、多面的に捉え検討してより
よい方法を粘り強く考える態度
や、学習したことを生活や学習
に活用しようとする態度を養う。

○速さなど単位量あたりの大き
さの意味及び表し方について
理解し、それを求めることがで
きる。

○異種の２つの量の割合として
捉えられる数量の関係に着目
し、目的に応じて大きさを比べ
たり表現したりする方法を考察
し、それらを日常生活に生かし
ている。

○異種の２つの量の割合として
捉えられる数量について、数学
的に表現・処理したことを振り
返り、多面的に捉え検討してよ
りよいものを求めて粘り強く考
えたり、数学のよさに気付き学
習したことを生活や学習に活用
しようとしたりしている。
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12

1

1

〇５年のまとめ ○第５学年の学習内容の問題
を解決することができる。

○第５学年の学習内容につい
て、知識及び技能を身につけて
いる。

○第５学年の学習内容につい
て自らの学習状況を振り返り、
それらが確実に身につくように
粘り強く取り組もうとしている。

〇算数を使って考えよう ○知識・技能等を活用し、課題
解決のための構想を立て、筋
道を立てて考えたり、数学的に
表現したりすることができる。

○グラフを用いて表されたデー
タを分析したり、よみ取った結
論について多面的に考察したり
するなど、算数の学習を活用し
て考え表現している。
○日常の場面から算数の問題
を見いだし、割合などの学習を
活用して解決したり、言葉や式
などを用いて説明したりするな
ど、算数の学習を活用して考え
表現している。

○数学的に表現・処理したこと
を振り返り、多面的に捉え検討
してよりよいものを求めて粘り
強く考えたり、数学のよさに気
付き学習したことを生活や学習
に活用しようとしたりしている。

16．角柱と円柱

〇三角形に変身

7

○角柱や円柱について理解し、
図形の性質を見いだしたり、そ
の性質をもとに既習の図形を
捉え直したりする力を身につけ
る。また、その過程を振り返り、
それらの図形の性質を生活や
学習に活用しようとする態度を
養う。

○三角形の底辺と高さの関係
をもとに、面積を変えずに四角
形を三角形に変形できる理由
を理解する。

○角柱や円柱について理解し、
見取図や展開図を作図したり、
展開図をもとに構成したりする
ことができる。

○図形を構成する要素に着目
し、図形の性質を見いだしてい
るとともに、その性質をもとに既
習の図形を捉え直している。

○三角形の底辺と高さの関係
をもとに、面積を変えずに四角
形を三角形に変形できる理由
を考えている。

○角柱や円柱について、数学
的に表現・処理したことを振り
返り、多面的に捉え検討してよ
りよいものを求めて粘り強く考
えたり、数学のよさに気付き学
習したことを生活や学習に活用
しようとしたりしている。

14．四角形や三角形の面積 ○四角形や三角形の面積の計
算による求め方を理解するとと
もに、その方法を図や式などを
用いて考えたり、公式を導いた
りする力を身につける。また、そ
の過程において、面積の求め
方を多面的に捉え検討してより
よい方法を粘り強く考える態度
を養う。

○平行四辺形、三角形、台形、
ひし形の面積の計算による求
め方について理解し、それらの
面積を公式を用いて求めること
ができる。

○図形を構成する要素などに
着目して、基本図形の面積の
求め方を見いだしているととも
に、その表現を振り返り、簡潔
かつ的確な表現に高め、公式
として導いている。

○四角形や三角形の面積につ
いて、数学的に表現・処理した
ことを振り返り、多面的に捉え
検討してよりよいものを求めて
粘り強く考えたり、数学のよさに
気付き学習したことを生活や学
習に活用しようとしたりしてい
る。

15．正多角形と円 ○正多角形について理解し、図
形の性質を見いだしたり構成の
しかたを考えたりする力を身に
つけるとともに、円周率につい
て理解し、円周の長さや直径の
長さの求め方を考える力を身に
つける。また、その過程を振り
返り、それらの図形の性質を生
活や学習に活用しようとする態
度を養う。

○円と関連させて正多角形の
基本的な性質について理解し、
正多角形を作図することができ
る。また、円周率の意味につい
て理解し、円周の長さや直径の
長さを求めることができる。

○図形を構成する要素及び図
形間の関係に着目し、構成のし
かたを考察したり、図形の性質
を見いだし、その性質を筋道を
立てて考え説明したりしてい
る。

○正多角形と円について、数学
的に表現・処理したことを振り
返り、多面的に捉え検討してよ
りよいものを求めて粘り強く考
えたり、数学のよさに気付き学
習したことを生活や学習に活用
しようとしたりしている。
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教科 学年

2

7

8

12

1

12

〇みんなで算数をはじめよう！
／不思議なパスカルの三角形

○算数の学習の進め方を理解
し、問題解決に生かすことがで
きる。

○問題解決の進め方を理解し
ている。

○パスカルの三角形のきまりに
ついて多面的に捉え、筋道を立
てて考えたり表現したりしてい
る。

3．対称な図形 ○対称な図形について理解し、
対称性といった観点から図形
の性質を考察したり、線対称な
図形や点対称な図形の構成の
しかたを考えたりする力を身に
つける。また、その過程におい
て、多面的に捉え検討してより
よい方法を粘り強く考える態度
や、学習したことを生活や学習
に活用しようとする態度を養う。

○対称な図形について理解し、
線対称な図形や点対称な図形
を作図することができる。

○図形を構成する要素及び図
形間の関係に着目し、構成のし
かたを考察したり図形の性質を
見いだしたりしているとともに、
その性質をもとに既習の図形を
捉え直したり日常生活に生かし
たりしている。

○対称な図形について、数学
的に表現・処理したことを振り
返り、多面的に捉え検討してよ
りよいものを求めて粘り強く考
えたり、数学のよさに気付き学
習したことを生活や学習に活用
しようとしたりしている。

〇対称なデザイン ○図形の対称性の美しさやよさ
に気付き、対称な図形について
理解を深める。

○身のまわりから対称な図形を
見つけ、対称な図形の美しさや
機能性などについて考えてい
る。

２．分数と整数のかけ算、わり
算

○分数×整数の乗法、分数÷
整数の除法の意味について理
解し、計算することができるとと
もに、図や式などを用いて計算
のしかたを考える力を身につけ
る。また、その過程において、
計算のしかたを多面的に捉え
検討してよりよい方法を粘り強
く考える態度を養う。

○分数×整数の乗法、分数÷
整数の除法の意味について理
解し、それらの計算ができる。

○分数の意味や表現、計算に
ついて成り立つ性質に着目し、
計算のしかたを多面的に捉え
考えている。

○分数×整数の乗法、分数÷
整数の除法について、数学的
に表現・処理したことを振り返
り、多面的に捉え検討してより
よいものを求めて粘り強く考え
たり、数学のよさに気付き学習
したことを生活や学習に活用し
ようとしたりしている。

１．文字を使った式 ○数量を表す言葉や□、○、△
などの記号の代わりに、ｘ、ａ、ｂ
などの文字を用いて式に表すこ
とを理解し、問題場面の数量の
関係を、式を用いて簡潔かつ一
般的に表現したり、式の意味を
よみ取ったりする力を身につけ
る。また、その過程を振り返り、
文字を用いた式の表現のよさ
に気付き生活や学習に活用し
ようとする態度を養う。

○数量を表す言葉や□、○、△
などの記号の代わりに、ｘ、ａ、ｂ
などの文字を用いて式に表した
り、文字に数をあてはめて調べ
たりすることができる。

○問題場面の数量の関係に着
目し、数量の関係を簡潔かつ
一般的に表現したり、式の意味
をよみ取ったりしている。

○文字を用いた式について、数
学的に表現・処理したことを振
り返り、多面的に捉え検討して
よりよいものを求めて粘り強く
考えたり、数学のよさに気付き
学習したことを生活や学習に活
用しようとしたりしている。

算数 第６学年

単元名 時数 単元の到達目標（小単元のねらい）

単元のまとまりの評価規準

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

４．分数のかけ算 ○乗数が分数である場合の乗
法の意味について理解し、計算
することができるとともに、図や
式などを用いて計算のしかたを
考える力を身につける。また、
その過程において、計算のしか
たを多面的に捉え検討してより
よい方法を粘り強く考える態度
を養う。

○乗数が分数である場合の乗
法の意味について理解し、分数
の乗法の計算ができる。また、
分数の乗法についても整数や
小数の場合と同じ関係や法則
が成り立つことを理解してい
る。

○分数の意味や表現、計算に
ついて成り立つ性質に着目し、
乗数が分数である場合まで数
の範囲を広げて乗法の意味を
捉え直しているとともに、それら
の計算のしかたを考えたり、そ
れらを日常生活に生かしたりし
ている。

○分数の乗法について、数学
的に表現・処理したことを振り
返り、多面的に捉え検討してよ
りよいものを求めて粘り強く考
えたり、数学のよさに気付き学
習したことを生活や学習に活用
しようとしたりしている。
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13

1

12

10

2

14

７．円の面積 ○円の面積の計算による求め
方を理解するとともに、その方
法を図や式などを用いて考えた
り、公式を導いたりする力を身
につける。また、その過程にお
いて、面積の求め方を多面的
に捉え検討してよりよい方法を
粘り強く考える態度を養う。

○円の面積の計算による求め
方について理解している。

○図形を構成する要素などに
着目し、円の面積の求め方を
見いだしているとともに、その表
現を振り返り、簡潔かつ的確な
表現に高め、公式として導いて
いる。

○円の面積について、数学的
に表現・処理したことを振り返
り、多面的に捉え検討してより
よいものを求めて粘り強く考え
たり、数学のよさに気付き学習
したことを生活や学習に活用し
ようとしたりしている。

６．データの見方 ○代表値や、度数分布を表す
表とグラフ、及び統計的な問題
解決の方法について理解し、目
的に応じてデータを集めて分類
整理し、代表値などを用いて問
題の結論について判断するとと
もに、その妥当性について批判
的に考察する力を身につける。
また、その過程を振り返り、統
計的な問題解決のよさに気付
き生活や学習に活用しようとす
る態度を養う。

○代表値の意味や求め方、度
数分布を表す表やグラフの特
徴及びそれらの用い方を理解
している。また、目的に応じて
データを収集したり適切な手法
を選択したりするなど、統計的
な問題解決の方法を知ってい
る。

○目的に応じてデータを集めて
分類整理し、データの特徴や傾
向に着目し、代表値などを用い
て問題の結論について判断し
ているとともに、その妥当性に
ついて批判的に考察している。

○データを収集したり分析した
りすることについて、数学的に
表現・処理したことを振り返り、
多面的に捉え検討してよりよい
ものを求めて粘り強く考えたり、
数学のよさに気付き学習したこ
とを生活や学習に活用しようと
したりしている。

５．分数のわり算 ○除数が分数である場合の除
法の意味について理解し、計算
することができるとともに、図や
式などを用いて計算のしかたを
考える力を身につける。また、
その過程において、計算のしか
たを多面的に捉え検討してより
よい方法を粘り強く考える態度
を養う。

○除数が分数である場合の除
法の意味について理解し、分数
の除法の計算ができる。また、
分数の除法についても整数や
小数の場合と同じ関係や法則
が成り立つことを理解してい
る。

○分数の意味や表現、計算に
ついて成り立つ性質に着目し、
除数が分数である場合まで数
の範囲を広げて除法の意味を
捉え直しているとともに、それら
の計算のしかたを考えたり、そ
れらを日常生活に生かしたりし
ている。

○分数の除法について、数学
的に表現・処理したことを振り
返り、多面的に捉え検討してよ
りよいものを求めて粘り強く考
えたり、数学のよさに気付き学
習したことを生活や学習に活用
しようとしたりしている。

〇切り紙遊び ○対称な図形の性質を振り返
り、理解を深める。

○図形の対称性に着目し、切り
紙遊びの活動でできる形につ
いて考えたり表現したりしてい
る。

〇ピザの面積を比べよう ○１つの大きな円の面積と、複
数の小さな円の面積が等しくな
るとき、その理由について、式
に着目して筋道を立てて説明
することができる。

○１つの大きな円の面積と、複
数の小さな円の面積が等しくな
るとき、その理由について、式
に着目して筋道を立てて考えて
いる。

8．比例と反比例 ○比例の関係について理解し、
比例の関係を用いた問題解決
の方法や、反比例の関係につ
いて知るとともに、伴って変わ
る２つの数量の関係について
表や式、グラフを用いて考察す
る力を身につける。また、その
過程において、数量の変化や
対応の関係について多面的に
捉え検討して粘り強く考える態
度や、学習したことを生活や学
習に活用しようとする態度を養
う。

○比例の関係の意味や性質を
理解している。また、比例の関
係を用いた問題解決の方法
や、反比例の関係について知っ
ている。

○伴って変わる２つの数量を見
いだして、それらの関係に着目
し、目的に応じて表や式、グラ
フを用いてそれらの関係を表現
して、変化や対応の特徴を見い
だしているとともに、それらを日
常生活に生かしている。

○伴って変わる２つの数量につ
いて、数学的に表現・処理した
ことを振り返り、多面的に捉え
検討してよりよいものを求めて
粘り強く考えたり、数学のよさに
気付き学習したことを生活や学
習に活用しようとしたりしてい
る。
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7

10

1

12

2

2

9

11．拡大図と縮図 ○拡大図や縮図について理解
し、２つの図形間の関係を拡
大、縮小の関係という観点で考
察したり、構成のしかたを考え
たりする力を身につける。また、
その過程において、多面的に
捉え検討してよりよい方法を粘
り強く考える態度や、学習した
ことを生活や学習に活用しよう
とする態度を養う。

○拡大図や縮図について理解
し、それらの図形を作図するこ
とができる。

○図形を構成する要素及び図
形間の関係に着目し、構成のし
かたを考察したり図形の性質を
見いだしたりしているとともに、
日常生活に生かしている。

○拡大図や縮図について、数
学的に表現・処理したことを振
り返り、多面的に捉え検討して
よりよいものを求めて粘り強く
考えたり、数学のよさに気付き
学習したことを生活や学習に活
用しようとしたりしている。

10．比 ○比について理解し、数量の関
係を比で表したり、等しい比を
つくったりすることができるとと
もに、図や式などを用いて数量
の関係の比べ方を考察する力
を身につける。また、その過程
を振り返り、比を用いるよさに
気付き生活や学習に活用しよう
とする態度を養う。

○比の意味や表し方を理解し、
数量の関係を比で表したり、等
しい比をつくったりすることがで
きる。

○日常の事象における数量の
関係に着目し、図や式などを用
いて数量の関係の比べ方を考
察し、それを日常生活に生かし
ている。

○比について、数学的に表現・
処理したことを振り返り、多面
的に捉え検討してよりよいもの
を求めて粘り強く考えたり、数
学のよさに気付き学習したこと
を生活や学習に活用しようとし
たりしている。

９．角柱と円柱の体積 ○角柱及び円柱の体積の計算
による求め方を理解するととも
に、その方法を図や式などを用
いて考えたり、公式を導いたり
する力を身につける。また、そ
の過程において、体積の求め
方を多面的に捉え検討してより
よい方法を粘り強く考える態度
を養う。

○角柱及び円柱の体積の計算
による求め方について理解し、
それらの体積を公式を用いて
求めることができる。

○図形を構成する要素に着目
し、角柱及び円柱の体積の求
め方を見いだしているとともに、
その表現を振り返り、簡潔かつ
的確な表現に高め、公式として
導いている。

12．並べ方と組み合わせ ○起こり得る場合を順序よく整
理するための図や表などの用
い方を知り、落ちや重なりなく調
べる方法を考察する力を身に
つける。また、その過程におい
て、多面的に捉え検討してより
よい方法を粘り強く考える態度
や、学習したことを生活や学習
に活用しようとする態度を養う。

○起こり得る場合を順序よく整
理するための図や表などの用
い方を知っている。

○事象の特徴に着目し、順序
よく整理する観点を決めて、落
ちや重なりなく調べる方法を考
察している。

○起こり得る場合について、数
学的に表現・処理したことを振
り返り、多面的に捉え検討して
よりよいものを求めて粘り強く
考えたり、数学のよさに気付き
学習したことを生活や学習に活
用しようとしたりしている。

〇うさぎとかめ ○グラフから伴って変わるつ２
の数量の関係をよみ取り、関数
グラフについての理解を深め
る。

○時間と道のりの関係を表した
グラフをよみ取り、かけっこの
勝ち負けについて考え判断して
いる。

○角柱及び円柱の体積につい
て、数学的に表現・処理したこ
とを振り返り、多面的に捉え検
討してよりよいものを求めて粘
り強く考えたり、数学のよさに気
付き学習したことを生活や学習
に活用しようとしたりしている。

〇およその面積と体積 ○身のまわりにある形の概形
を捉えて、およその面積や体積
を求めることができる。

○身のまわりにある形の概形
を捉えて、およその面積と体積
を求めることができる。

○身のまわりにある形のおよそ
の面積や体積を求める場合
に、概形を捉えて測定しやすい
図形とみたり、測定しやすい図
形に分割したりすることを考え
ている。

○身のまわりにある形につい
て、その概形を捉えておよその
面積を求めようとしたり、生活
や学習に活用しようとしたりして
いる。

〇地上絵をかこう ○校庭に地上絵（原図の50倍
の拡大図）をかく方法を理解す
る。

○拡大図のかき方を日常生活
の問題解決に生かしている。
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13．算数をふり返ろう！ もっと
楽しもう！　［算数のまとめ］

〇算数のまとめ

○小学校の学習内容の問題を解
決することができる。また、小学校
の算数の学習を広げ、中学数学の
理解の基礎となる内容に触れるこ
とをとおして、算数・数学への関心
を高める。

○小学校の算数の学習内容に
ついて、知識及び技能を身につ
けている。

○小学校の算数の学習内容に
ついて自らの学習状況を振り返
り、それらが確実に身につくよう
に粘り強く取り組もうとしてい
る。
○算数の問題に関心をもち主
体的に取り組んだり、数学のよ
さに気付き、算数で学んだこと
を生活や学習に活用しようとし
たりしている。

〇６年のまとめ ○第６学年の学習内容の問題
を解決することができる。

○第６学年の学習内容につい
て、知識及び技能を身につけて
いる。

○第６学年の学習内容につい
て自らの学習状況を振り返り、
それらが確実に身につくように
粘り強く取り組もうとしている。

〇算数を使って考えよう ○知識・技能等を活用し、課題
解決のための構想を立て、筋
道を立てて考えたり、数学的に
表現したりすることができる。

○ドットプロットを用いて表され
たデータを分析したり、よみ
取った結論の妥当性について
批判的に考察したりするなど、
算数の学習を活用して考え表
現している。
○日常の場面から算数の問題
を見いだし、目的に応じて言葉
や式などを用いて解決のしかた
を説明するなど、算数の学習を
活用して考え表現している。


